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Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)
(図表 も含 めて分か りやす く記入 のこと)
化学物質過敏症患者の曝露評価 は今 まであま りな されていない。 そこで、本研究では、
呼気分析や リアル タイムモ ニタ リングを組合せ て曝露評価を行い、明 らかにな っていない
病態を把握 し、治療や生活改善に役立てることを 目的 とした。
まず 、化学物質過敏症患者の呼気 中化学物質濃度 の測定を行い、病態 と関連 した化学物
質 を見出すこ ととした。患者26名を対象 として、ク リーンルームにおいて呼気を約1.0L採
取後、吸着剤 に捕集 して加熱脱着ガス クロマ トグラフ質量分析計に よって分析 した。身体
状況は、診察時の問診 ・質問票データを用いて評価 した。呼気中TVOC濃 度は、29.0±21.3
μg/m3であった。その うち頻出 した物質は、トルエン8.1±6.8μg/m3(n=26)、ベ ンゼン2.2±2.7
μg/m3(n=25)であった。これ らの物質 は環境中か らの曝露が考 えられる。VOC濃度 と身体
状況 との相関を調べた結果、経過年 とイ ソプ レン濃度 の関係(n=26、Spearman、r=-0.610、
P<0.01,Fig.1)に相関が見 られた。 この結果 より過敏症状の獲得によって コレステロール合
成 に関 してのなん らかの異常が生 じる可能性が示唆 された。
次 に、化学物質曝露濃度 の経時変化 と症状の関係 の調査 し実態 を把握す るた め、予備調
査 として、患者1名 にポー タブルVOC連 続モニタ(RAESystems社)を持 ち歩いてもらい、
症 状 との 関係 を調 べ た。 濃度 を 平均 す る と発 症 時449μg/m3(SD229)、通 常 時362
μg/m3(SD142)で、発症時が有意に高かった(Fig.2)。これ によ り、TVOC濃度が症状に関係
してい ることが示唆 された。また、1分間における最高濃度 と平均濃度の差の値を求めたと
ころ、発症時120μg/m3(sd287)、通常時45μg/m3(sd171)で、発症時が有意 に高かった。 こ
の値は1分 間における濃度変化量 と考 えられ るため、濃度変化 も症状発現に関与する可能
性 が示唆 され た。
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